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二
〇
一
六
年
二
月
十
八
日
に
逝
去
し
た
作

家
・
津
島
佑ゆ
う

子こ

の
初
の
展
覧
会
。

　
津
島
佑
子
（
本
名
・
里
子
）
は
、
津
島
修
治

（
筆
名
・
太
宰
治
）
と
、
都
留
高
等
女
学
校
の
教

員
だ
っ
た
美
知
子
の
次
女
と
し
て
、
一
九
四
七

（
昭
和
二
十
二
）年
に
生
ま
れ
た
。
白
百
合
女
子

大
学
在
学
中
よ
り
小
説
を
発
表
。
結
婚
、出
産
、

離
婚
、
息
子
の
死
、
母
子
家
庭
や
障
害
を
持
ち

夭
折
し
た
兄
の
こ
と
な
ど
、
自
身
の
体
験
を
も

と
に
女
性
の
立
場
か
ら
内
面
世
界
に
迫
る
作
品

を
創
出
し
、『
葎む
ぐ
らの

母
』（
一
九
七
五
年
）、『
光

の
領
分
』（
一
九
七
九
年
）、『
黙
市
』（
一
九
八

四
年
）、『
夜
の
光
に
追
わ
れ
て
』（
一
九
八
六

年
）
な
ど
を
刊
行
し
た
。

　
代
表
作
の
一
つ
「
火
の
山 

― 

山や
ま
ざ
る猿

記き

」
は
、

母
・
美
知
子
の
実
家
で
あ
る
石
原
家
を
モ
デ
ル

に
甲
州
を
舞
台
と
し
た
長
編
小
説
で
、
三
代
に

わ
た
る
一
族
の
人
々
と
時
代
を
壮
大
な
ス
ケ
ー

ル
で
描
き
出
し
、
一
九
九
八
年
に
谷
崎
潤
一
郎

賞
、
野
間
文
芸
賞
を
受
賞
。

　
そ
の
後
も
、
戦
後
の
混
乱
期
を
旅
す
る
少
年

少
女
と
戦
争
孤
児
を
幻
想
的
に
描
い
た
『
笑
い

オ
オ
カ
ミ
』（
二
〇
〇
〇
年
）、東
日
本
大
震
災
、

福
島
の
原
発
事
故
を
受
け
、
終
戦
前
後
に
生
ま

れ
た
混
血
孤
児
の
半
世
紀
を
描
く『
ヤ
マ
ネ
コ・

ド
ー
ム
』（
二
〇
一
三
年
）、
十
七
世
紀
に
ア
イ

ヌ
の
母
と
和
人
の
間
に
生
ま
れ
、
キ
リ
シ
タ
ン

一
行
と
海
を
渡
っ
た
女
性
を
描
く
遺
作

『
ジ
ャ
ッ
カ
・
ド
フ
ニ 

― 

海
の
記
憶
の
物
語
』

（
二
〇
一
六
年
）
な
ど
、
少
数
民
族
や
差
別
、
原

発
問
題
へ
と
視
野
を
広
げ
、
重
厚
な
作
品
世
界

を
展
開
し
て
い
っ
た
。

　
本
展
で
は
、
津
島
佑
子
の
生
涯
を
た
ど
り
、

「
火
の
山
―
山
猿
記
」を
中
心
に
作
品
世
界
を
紹

介
す
る
。
編
集
委
員
は
坂
上 

弘
（
作
家
・
日
本

近
代
文
学
館
理
事
長
）、
堀
江
敏
幸
（
作
家
・
早

稲
田
大
学
教
授
）。

■
関
連
イ
ベ
ン
ト

○
朗
読
と
対
談

「
火
の
山
─
山
猿
記
」
の
世
界

11
月
12
日
（
日
）
午
後
１
時
30
分
～
３
時

朗
読
　
竹
下
景
子
（
俳
優
）

対
談
　
川
村
湊
（
文
芸
評
論
家
）

石
原
燃ね

ん

（
劇
作
家
･
津
島
佑
子
長
女
）

会
場
　
講
堂 

定
員
５
０
０
名

○
講
演
会

い
ず
れ
も
午
後
１
時
30
分
～
３
時

会
場
　
研
修
室
　
定
員
１
５
０
名

・「
津
島
文
学
の
魅
力
」

10
月
14
日
（
土
）

講
師
　
坂
上
弘

・「
ふ
た
つ
の
世
界
が
接
す
る
と
こ
ろ
」

11
月
５
日 （
日
）

講
師
　
堀
江
敏
幸

○
講
座

10
月
１
日（
日
）午
後
１
時
30
分
～
２
時
40
分

「
津
島
佑
子
作
品
の
場
所
を
め
ぐ
る
」

講
師
　
中
野
和
子
（
当
館
学
芸
員
）

会
場
　
研
修
室
　
定
員
１
５
０
名

※
朗
読
と
対
談
、
講
演
会
、
講
座
は
、
参
加
無

料
。
お
電
話
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
当
館
受
付

に
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
定
員
に
な
り

次
第
締
め
切
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

○
閲
覧
室
資
料
紹
介

「
津
島
佑
子
の
世
界
」

９
月
22
日
（
金
）
～
11
月
23
日
（
木
・
祝
）

場
所
　
閲
覧
室
　
入
場
無
料

「
火
の
山
―
山
猿
記
」
な
ど
の
著
作
、
母
・
美

知
子
と
そ
の
実
家
・
石
原
家
、
父
・
修
治
（
太

宰
治
）
な
ど
の
関
連
資
料
を
紹
介
。

■
辻
村
深
月
講
演
会

　
夏
の
特
設
展
「
作
家
の
デ
ビ
ュ
ー
展
」
の
関

連
事
業
と
し
て
、
山
梨
県
出
身
の
小
説
家
・
辻

村
深
月
氏
の
講
演
会
が
当
館
の
三
枝
館
長
を
聞

き
手
と
し
て
開
催
さ
れ
た
。「
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
の

向
こ
う
側
」
と
題
し
、
氏
の
デ
ビ
ュ
ー
作
『
冷

た
い
校
舎
の
時
は
止
ま
る
』
を
中
心
に
、
人
物

造
形
や
ス
ト
ー
リ
ー
の
組
み
立
て
な
ど
創
作
の

方
法
に
関
す
る
こ
と
や
、
デ
ビ
ュ
ー
時
の
エ
ピ

ソ
ー
ド
な
ど
が
語
ら
れ
、
聴
衆
を
魅
了
し
た
。
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晩
御
飯
を
食
べ
た
あ
と
で
寄
席
へ
出
か
け
た

と
津
島
さ
ん
か
ら
聞
い
た
時
、
あ
、
や
っ
ぱ
り

津
島
さ
ん
は
都
会
っ
子
な
ん
だ
な
と
感
じ
た
。

谷
中
に
あ
る
円
朝
ゆ
か
り
の
全
生
庵
で
「
牡
丹

灯
籠
」
を
や
る
か
ら
聞
き
に
い
か
な
い
か
と
誘

わ
れ
た
時
の
こ
と
だ
。
津
島
さ
ん
も
そ
う
い
う

子
ど
も
時
代
の
古
き
良
き
東
京
の
生
活
を
書
け

ば
お
も
し
ろ
い
で
し
ょ
う
と
い
う
よ
う
な
こ
と

を
直
接
に
津
島
さ
ん
に
言
っ
た
の
を
覚
え
て
い

る
。
で
、
津
島
さ
ん
が
な
ん
と
返
事
を
し
た
の

か
は
記
憶
か
ら
す
っ
ぽ
り
抜
け
落
ち
て
い
る
と

こ
ろ
を
み
る
と
、
た
ぶ
ん
肯
定
も
否
定
も
し
な

か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
察
さ
れ
る
。

　
モ
ン
ゴ
ル
料
理
を
食
べ
に
い
き
ま
せ
ん
か
と

か
、
東
欧
の
吹
奏
楽
団
が
来
て
い
る
か
ら
聞
き

に
行
き
ま
せ
ん
か
な
ど
、
津
島
さ
ん
が
誘
っ
て

く
だ
さ
っ
た
こ
と
は
た
び
た
び
あ
る
。
ち
ょ
っ

と
変
わ
っ
て
い
る
け
ど
、
お
も
し
ろ
い
も
の
を

見
つ
け
る
の
は
上
手
だ
っ
た
。
河
口
湖
が
見
え

る
御
坂
峠
へ
登
っ
た
の
は
、
山
梨
県
立
文
学
館

で
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
い
た
あ
と
の
こ
と
だ
。

ま
だ
暑
か
っ
た
が
、
御
坂
峠
に
は
キ
ノ
コ
屋
さ

ん
が
店
を
出
し
て
い
た
。
菌
類
の
研
究
を
し
て

い
る
人
は
こ
の
御
坂
峠
の
キ
ノ
コ
屋
さ
ん
を
必

ず
尋
ね
る
の
だ
と
教
え
て
も
ら
っ
た
。
図
鑑
に

も
載
っ
て
な
い
よ
う
な
キ
ノ
コ
が
出
て
い
る
こ

と
が
あ
る
そ
う
だ
。
珍
し
い
キ
ノ
コ
は
ど
れ
も

食
用
だ
と
い
う
の
で
、
私
は
あ
れ
も
欲
し
い
こ

れ
も
欲
し
い
に
な
っ
た
。
津
島
さ
ん
は
呆
れ
て

「
中
沢
さ
ん
、そ
れ
一
人
で
食
べ
る
の
」
と
聞
く

か
ら
、
う
ん
う
ん
と
頷
く
。「
あ
あ
、
買
物
大
魔

王
が
降
り
て
来
ち
ゃ
っ
た
」
と
笑
う
津
島
さ
ん

だ
っ
た
。

　
御
坂
峠
へ
続
く
道
は
大
き
な
カ
ー
ブ
の
続
く

道
で
、
カ
ー
ブ
を
曲
が
る
と
甲
府
盆
地
が
眼
下

に
開
け
る
。
果
樹
園
が
並
ぶ
道
で
も
あ
る
。「
こ

こ
の
桃
は
ほ
ん
と
に
美
味
し
い
の
よ
」
と
、
子

ど
も
を
産
ん
だ
時
に
津
島
さ
ん
の
お
母
さ
ん
が

持
っ
て
き
て
く
れ
た
桃
の
話
に
な
っ
た
。
津
島

さ
ん
の
お
嬢
さ
ん
が
生
ま
れ
た
時
の
こ
と
か
、

そ
れ
と
も
二
人
目
の
男
の
子
さ
ん
が
生
ま
れ
た

時
の
こ
と
な
の
か
聞
き
そ
び
れ
た
け
れ
ど
も
、

な
ん
と
な
く
早
世
し
た
男
の
子
が
生
ま
れ
た
時

の
こ
と
の
よ
う
な
気
が
し
て
聞
い
て
い
た
。
御

坂
峠
へ
の
道
は
、
天
下
茶
屋
へ
続
く
道
だ
。
天

下
茶
屋
に
滞
在
し
て
い
た
太
宰
治
に
会
い
に
行

く
た
め
に
津
島
さ
ん
の
お
母
さ
ん
が
、
バ
ス
に

乗
っ
て
登
っ
た
道
で
も
あ
る
。
昭
和
十
三
年
秋

の
こ
と
だ
。
太
宰
治
は
こ
こ
で
「
富
嶽
百
景
」

を
書
い
て
い
る
。
太
宰
に
峠
の
茶
屋
を
紹
介
し

た
の
は
井
伏
鱒
二
で
、
津
島
さ
ん
が
「
井
伏
さ

ん
の
こ
と
」
を
話
す
時
に
は
特
別
な
感
慨
が
こ

も
っ
て
い
た
。

　
井
伏
さ
ん
は
ど
う
し
て
天
下
茶
屋
を
知
っ
て

い
た
の
か
し
ら
？
と
津
島
さ
ん
に
尋
ね
る
と

「
釣
を
す
る
か
ら
」と
即
座
に
答
え
た
。
河
口
湖

を
見
下
ろ
す
天
下
茶
屋
は
昭
和
九
年
の
開
業
だ

そ
う
だ
か
ら
、
井
伏
鱒
二
が
太
宰
治
に
天
下
茶

屋
を
紹
介
し
た
時
は
ま
だ
真
新
し
い
感
じ
が

残
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
想
像
さ
れ
た
。

東
京
育
ち
の
津
島
さ
ん
に
と
っ
て
の
故
郷
は
ご

母
堂
の
故
郷
の
甲
州
な
の
だ
と
、
天
下
茶
屋
に

展
示
さ
れ
た
写
真
を
津
島
さ
ん
と
一
緒
に
見
な

が
ら
納
得
し
た
。
父
親
を
失
っ
た
家
庭
で
は
、

母
方
の
実
家
が
「
故
郷
」
と
意
識
さ
れ
る
こ
と

は
珍
し
く
は
な
い
。

　「
火
の
山
─
山
猿
記
」を
は
じ
め
と
し
て
最
晩

年
の
「
狩
り
の
時
代
」
ま
で
甲
州
や
母
方
の
実

家
が
モ
デ
ル
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
作
品

を
幾
つ
も
数
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
晩
御
飯
の

あ
と
で
、
下
駄
を
つ
っ
か
け
て
寄
席
へ
で
か
け

る
こ
と
が
で
き
る
都
会
っ
子
の
津
島
さ
ん
に

と
っ
て
甲
州
は
ど
う
見
え
て
い
た
の
だ
ろ
う
。

改
め
て
考
え
て
み
る
と
、
そ
こ
に
は
「
憧
れ
」

の
感
情
が
混
じ
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
想

像
さ
れ
る
。
山
姥
の
イ
メ
ー
ジ
を
根
底
に
据
え

て
書
か
れ
た
作
品
に
「
山
を
走
る
女
」
が
あ
る

が
、
御
伽
草
子
の
現
代
版
と
い
う
創
作
意
図
以

前
に
、
甲
州
へ
の
思
慕
が
隠
れ
て
い
る
の
で
は

な
い
か
と
、
ふ
っ
と
気
づ
い
た
。
津
島
佑
子
の

幼
年
期
へ
の
ま
な
ざ
し
は
山
と
山
が
連
な
る
甲

州
の
方
向
へ
と
注
が
れ
て
い
る
。

（
小
説
家
・
法
政
大
学
教
授
）
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■
企
画
展

　「
津
島
佑
子
展

　
　
い
の
ち
の
声
を
さ
か
の
ぼ
る
」

展
示
資
料
よ
り

津
島
佑
子　

北
杜
夫
宛
書
簡

一
九
六
八（
昭
和
四
十
三
）年
十
月
五
日
消
印

個
人
蔵

　
白
百
合
女
子
大
学
在
学
中
に
書
か
れ
た
北
杜

夫
に
宛
て
た
書
簡
。
便
箋
二
枚
に
青
イ
ン
ク
の

ペ
ン
書
き
。

　
北
杜
夫
（
一
九
二
七
～
二
○
一
一
）
は
一
九

五
〇
（
昭
和
二
十
五
）
年
よ
り
同
人
雑
誌
「
文

藝
首
都
」
に
小
説
を
発
表
。
一
方
、
津
島
佑
子

は
、
一
九
六
六
年
に
「
文
藝
首
都
」
の
会
員
と

な
り
、
翌
一
九
六
七
年
八
月
に
「
安
芸
柚
子
」

の
ペ
ン
ネ
ー
ム
で
「
あ
る
誕
生
」
を
発
表
し
て

い
る
。

　
本
書
簡
で
は
、
前
々
年
冬
に
、
北
の
長
編
小

説
「
白
き
た
お
や
か
な
峰
」
を
読
み
「
お
お
い

に
感
動
し
、
夜
闇
の
中
の
白
い
山
に
憧
れ
」
富

士
山
を
見
に
行
っ
た
こ
と
を
伝
え
て
い
る
。

「
火
の
山 

― 

山
猿
記
」
原
稿　

当
館
蔵

　「
火
の
山
―
山
猿
記
」
は
、一
九
九
六
（
平
成

八
）
年
八
月
か
ら
一
九
九
七
年
八
月
に
十
二
回

に
わ
た
っ
て
「
群
像
」
誌
上
に
連
載
さ
れ
た
。

千
六
百
枚
以
上
に
及
ぶ
こ
の
原
稿
は
著
者
の
手

元
に
保
管
さ
れ
て
い
た
も
の
で
、
入
稿
は
コ

ピ
ー
に
よ
り
行
わ
れ
た
。「
火
の
山
―
山
猿
記
」

は
、
一
九
九
八
年
六
月
に
上
・
下
巻
と
し
て
講

談
社
よ
り
刊
行
さ
れ
、
谷
崎
潤
一
郎
賞
と
野
間

文
芸
賞
を
受
賞
し
て
い
る
。

　
作
品
に
登
場
す
る
有
森
家
は
、
母
・
美
知
子

の
生
家
で
あ
る
石
原
家
を
モ
デ
ル
に
描
か
れ
て

お
り
、
執
筆
に
あ
た
っ
て
は
山
梨
に
何
度
も
調

査
に
訪
れ
て
い
る
。

　
展
示
に
は
ほ
か
に
、
石
原
家
に
関
わ
る
資
料

と
し
て
、
祖
父
・
石
原
初
太
郎
（
一
八
七
〇
～

一
九
三
一
　
地
質
学
者
）
の
著
書
や
、
祖
母
・

く
ら
が
、
津
島
修
治
（
筆
名
・
太
宰
治
）
と
美

知
子
夫
婦
に
宛
て
た
葉
書
（
姉
・
園
子
が
生
ま

れ
た
と
き
に
送
っ
た
も
の
）、美
知
子
の
「
回
想

記
」（
一
九
九
七
年
八
月
、人
文
書
院
発
行
『
回

想
の
太
宰
治
』
収
録
）
の
原
稿
な
ど
が
あ
る
。

こ
れ
ら
の
「
火
の
山
―
山
猿
記
」
創
作
に
際
し

て
の
参
考
資
料
か
ら
は
、
著
者
が
母
方
の
ル
ー

ツ
で
あ
る
山
梨
と
深
く
向
き
あ
お
う
と
し
て
い

た
姿
勢
が
う
か
が
わ
れ
る
。

「
狩
り
の
時
代
」
ワ
ー
プ
ロ
原
稿

個
人
蔵

　
二
〇
一
五
年
の
夏
前
か
ら
執
筆
に
と
り
か
か

り
、
翌
年
五
月
か
ら
の
連
載
を
予
定
し
て
い
た

が
作
者
の
逝
去
に
よ
り
絶
筆
と
な
っ
た
作
品
。

歿
後
の
二
〇
一
六
年
八
月
、「
狩
り
の
時
代

（
抄
）」
と
し
て
「
文
学
界
」
に
一
～
四
章
が
掲

載
さ
れ
た
後
、
同
月
、
全
九
章
が
単
行
本
と
し

て
文
藝
春
秋
か
ら
刊
行
さ
れ
た
。

　
こ
の
ワ
ー
プ
ロ
原
稿
は
、
逝
去
し
た
と
き
、

書
斎
の
机
に
置
か
れ
て
い
た
も
の
で
、
亡
く
な

る
直
前
ま
で
加
え
ら
れ
た
手
書
き
に
よ
る
訂
正

や
書
き
込
み
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

	

（
学
芸
課
　
中
野
和
子
）
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■
追
悼
　
渡
邉
　
弘
先
生

　
感
謝
し
つ
つ
ご
冥
福
を
祈
り
ま
す

加
　
藤
　
正
　
彦

　
渡
邉
弘
先
生
は
本
年
七
月
十
日
に
愛
す
る
家

族
に
看
取
ら
れ
な
が
ら
ご
逝
去
な
さ
れ
ま
し

た
。

　
先
生
は
県
立
高
校
の
国
語
教
師
と
し
て
多
く

の
若
者
を
お
お
ら
か
で
緻
密
な
見
識
で
陶
冶
さ

れ
、
甲
府
西
高
校
校
長
を
経
て
山
梨
県
教
育
長

に
就
任
、
山
梨
教
育
の
た
め
に
ご
活
躍
な
さ
れ

ま
し
た
。
平
成
元
年
に
は
新
設
さ
れ
た
県
立
文

学
館
嘱
託
参
与
を
務
め
な
が
ら
、
百
九
十
人
を

擁
す
る
文
学
館
協
力
会
の
初
代
会
長
と
し
て
会

員
を
指
導
す
る
中
で
協
力
会
の
活
動
の
方
向
付

け
を
明
確
に
し
て
下
さ
い
ま
し
た
。
そ
の
後
文

学
館
協
議
会
会
長
と
な
り
、
各
方
面
の
意
見
を

取
り
入
れ
て
文
学
館
運
営
の
改
善
を
図
ら
れ
る

と
共
に
、
山
梨
こ
と
ぶ
き
勧
学
院
院
長
と
し
て

県
民
の
生
涯
学
習
の
促
進
に
も
ご
尽
力
な
さ
れ

ま
し
た
。

　
そ
ん
な
多
忙
の
中
で
、
先
生
は
「
何
か
書
け

た
ら
」
と
思
う
意
欲
的
な
協
力
会
員
を
集
め
て

文
章
を
学
ぶ
場
を
設
け
て
下
さ
い
ま
し
た
。
そ

れ
が
マ
イ
ヨ
ー
ル
の
「
裸
の
フ
ロ
ー
ラ
像
」
に

あ
や
か
っ
て
、
あ
り
の
ま
ま
の
自
分
を
文
章
に

表
現
し
よ
う
と
す
る
「
フ
ロ
ー
ラ
の
会
」
と

な
っ
た
わ
け
で
す
。
以
来
多
く
の
会
員
が
渡
邉

先
生
の
深
く
真
摯
な
古
典
文
学
の
造
詣
や
広
い

見
識
の
下
で
定
期
的
に
学
習
会
を
開
き
、
多
様

で
豊
か
な
人
間
性
を
文
章
に
表
現
す
る
こ
と
を

学
び
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
「
フ
ロ
ー
ラ
の
会
」
で
は
平
成
四
年

か
ら
、
芸
術
の
森
公
園
の
石
庭
に
生
え
る
稚
児

笹
に
因
ん
だ
『
ち
ご
ざ
さ
』
と
い
う
エ
ッ
セ
イ

集
を
発
行
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
際

に
は
会
員
の
作
品
を
優
し
く
も
厳
し
い
目
で
読

ま
れ
た
先
生
か
ら
温
か
い
ご
指
導
を
い
た
だ
い

た
と
こ
ろ
で
す
。

　
『
ち
ご
ざ
さ
』
は
現
在
第
七
集
に
達
し
、
多

く
の
会
員
が
エ
ッ
セ
イ
を
楽
し
む
よ
う
に
な
っ

た
ば
か
り
か
、
こ
の
会
を
手
本
に
し
て
協
力
会

の
中
に
読
書
会
や
呈
茶
の
会
、
朗
読
会
、
抒
情

歌
の
会
な
ど
の
サ
ー
ク
ル
が
発
足
し
、
文
学
館

協
力
会
の
活
動
を
活
発
に
し
て
お
り
ま
す
。

　
瞼
を
閉
じ
ま
す
と
気
さ
く
に
私
た
ち
に
声
を

か
け
て
下
さ
る
先
生
の
笑
顔
が
浮
か
び
ま
す
。

そ
ん
な
先
生
で
す
か
ら
、
今
後
も
天
か
ら
私
た

ち
を
見
守
り
、
導
い
て
下
さ
る
と
存
じ
ま
す
。

　
心
か
ら
先
生
の
ご
指
導
に
感
謝
し
つ
つ
、
先

生
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

（
文
学
館
協
力
会
会
長
・
山
梨
文
芸
協
会
会

長
）

＊
渡
邉
弘
氏
は
山
梨
県
教
育
長
、
山
梨
県
立
文
学
館
参

与
、
山
梨
県
立
文
学
館
協
力
会
会
長
、
山
梨
県
文
学

館
協
議
会
会
長
を
歴
任
。
平
成
二
十
九
年
七
月
十
日

逝
去
さ
れ
ま
し
た
。

　
文
学
資
料
の
収
集

　
こ
の
夏
の
特
設
展
「
作
家
の
デ
ビ
ュ
ー
展
」

関
連
事
業
と
し
て
、
閲
覧
室
資
料
紹
介
「
山
梨

に
生
ま
れ
た
作
家
た
ち
」
を
行
い
ま
し
た
。
林

真
理
子
さ
ん
（
山
梨
市
生
ま
れ
）、保
坂
和
志
さ

ん
（
南
巨
摩
郡
富
士
川
町
生
ま
れ
）、神
永
学
さ

ん
（
同
じ
く
富
士
川
町
生
ま
れ
）、辻
村
深
月
さ

ん
（
笛
吹
市
生
ま
れ
）
の
現
在
活
躍
中
の
四
氏

の
著
書
を
紹
介
し
ま
し
た
。
特
設
展
同
様
若
い

方
々
を
中
心
に
多
く
の
皆
様
に
ご
覧
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　
当
文
学
館
で
は
文
学
資
料
を
収
集
・
保
存
す

る
目
安
と
し
て
、
資
料
収
集
方
針
を
定
め
、
そ

の
な
か
で
収
集
対
象
文
学
者
を
あ
げ
て
い
ま

す
。
常
設
展
で
展
示
し
て
い
る
芥
川
龍
之
介
、

樋
口
一
葉
、
太
宰
治
な
ど
十
八
名
の
重
点
作
家

の
ほ
か
、
出
身
（
山
梨
で
生
ま
れ
た
文
学
者
）、

在
住
（
山
梨
で
生
ま
れ
て
は
い
な
い
が
山
梨
に

住
ん
で
い
た
（
る
）
文
学
者
）、
ゆ
か
り
（
出

身
・
在
住
以
外
で
山
梨
と
の
か
か
わ
り
が
あ
る

文
学
者
）
の
三
つ
に
区
分
し
て
い
ま
す
。
閲
覧

室
で
は
、
こ
の
中
か
ら
山
梨
出
身
・
在
住
の
文

学
者
の
作
品
を
多
く
の
方
に
知
っ
て
い
た
だ
こ

う
と
、「
県
人
著
作
コ
ー
ナ
ー
」
を
設
置
し
て

い
ま
す
。
こ
の
コ
ー
ナ
ー
の
図
書
は
書
庫
に
あ

る
約
十
一
万
冊
の
中
か
ら
、
前
期
（
四
月
か
ら

九
月
）
と
後
期(

十
月
か
ら
三
月)

に
分
け
て
、

そ
れ
ぞ
れ
六
百
冊
程
度
を
選
び
出
し
、
入
れ
替

え
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
回
の
資
料
紹
介
で
と

り
あ
げ
た
作
家
の
作
品
も
通
常
は
一
部
が
こ
こ

に
置
か
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
以
外
に
も
現
在

で
は
著
書
を
手
に
入
れ
る
こ
と
が
困
難
な
作

家
、
こ
れ
か
ら
が
期
待
さ
れ
る
若
い
作
家
、
県

内
を
拠
点
に
創
作
を
さ
れ
て
い
た
方
々
な
ど
多

く
の
県
人
の
著
作
が
並
ん
で
い
ま
す
。

　
近
年
寄
贈
い
た
だ
い
た
図
書
の
な
か
に
、
笛

吹
市
出
身
の
詩
人
野
澤
一
の
詩
と
人
生
を
ま
と

め
た
『
森
の
詩
人
』（
坂
脇
秀
治
解
説
・
編
　
彩

流
社
　
二
〇
一
四
）
と
、
信
州
で
生
ま
れ
山
梨

で
生
涯
を
終
え
た
山
田
多た

か賀
市い

ち

を
追
っ
た
『
安

曇
野
を
去
っ
た
男 

あ
る
農
民
文
学
者
の
人
生
』

（
三
島
利
徳
著
　
人
文
書
館 

二
〇
一
六
）
が
あ

り
ま
し
た
。
ど
ち
ら
の
図
書
も
県
外
か
ら
何
度

も
当
館
に
足
を
運
ん
で
所
蔵
資
料
を
調
査
さ
れ

た
り
、
地
元
の
関
係
者
か
ら
話
を
聞
き
と
る
な

ど
、
山
梨
の
文
学
者
を
地
道
に
調
べ
あ
げ
た
労

作
で
す
。
知
る
人
ぞ
知
る
文
学
者
の
場
合
、
地

元
に
し
か
な
い
資
料
と
情
報
が
大
変
貴
重
で
あ

る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
文
学
館
で
は
こ
の
よ

う
な
研
究
を
支
え
て
い
け
る
よ
う
県
人
の
資
料

を
中
心
に
収
集
・
蓄
積
し
、
提
供
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。ゆ
か
り
の
作
家
も
含
め
、

著
書
や
関
連
資
料
、
情
報
の
提
供
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

（
資
料
情
報
課
　
水
上
百
合
子
）

閲

覧

室

よ

り
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■
教
育
普
及
事
業

○
朗
読
公
演
会

「
太
宰
と
芙
美
子
〜
耳
で
聴
く
昭
和
文
学
〜
」

10
月
28
日（
土
）　
午
後
２
時
〜

演
目
　
太
宰
治
「
走
れ
メ
ロ
ス
」

　
　
　
林
芙
美
子
「
清
貧
の
書
」

出
演
　
辻
輝
猛
　
山
谷
典
子
　
林
次
樹

制
作
　
華
の
ん
企
画

会
場
　
講
堂

定
員
５
０
０
名
　
無
料

※
要
申
込
。
電
話
ま
た
は
当
館
受
付
、ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

○
名
作
映
画
鑑
賞
会

・
９
月
18
日（
月
・
祝
） 「
太
陽
の
季
節
」

・
11
月
20
日（
月
・
県
民
の
日
）「
伊
豆
の
踊
子
」

い
ず
れ
も
午
後
１
時
30
分
～

会
場
　
講
堂
　
定
員
５
０
０
名
　
無
料 

※
申
込
不
要

■
展
示
室

○
常
設
展
　
展
示
室
Ａ

樋
口
一
葉
、
芥
川
龍
之
介
、
飯
田
蛇
笏
な
ど

山
梨
県
出
身
・
ゆ
か
り
の
作
家
を
紹
介
す
る

各
コ
ー
ナ
ー
の
展
示
替
え
と
と
も
に
、第
一

室
で
期
間
限
定
の
資
料
展
示
を
以
下
の
と

お
り
行
い
ま
す
。

・
秋
の
常
設
展
　
期
間
限
定
公
開

夏
目
漱
石
生
誕
一
五
○
年
記
念

「
漱
石
―
手
紙
の
達
人
」

８
月
29
日（
火
）～
10
月
15
日（
日
）

○
文
学
創
作
教
室　

長
野
ま
ゆ
み
講
演
会

　
「
子
ど
も
の
こ
ろ
に
好
き
だ
っ
た
本
＆
な
ぜ

小
説
家
に
な
ろ
う
と
思
っ
た
か
」

　
７
月
９
日
（
日
）
に
文
学
創
作
教
室
の
一
環

と
し
て
当
館
講
堂
で
講
演
会
を
開
催
し
た
。

　
小
説
家
の
長
野
ま
ゆ
み
氏
が
、幼
少
時
か
ら

親
し
ん
だ
書
物
を
、エ
ピ
ソ
ー
ド
や
イ
ラ
ス
ト

で
紹
介
し
た
。

　
ま
た
、創
作
す
る
上
で
の
ヒ
ン
ト
や
小
説
家

に
な
っ
た
理
由
も
興
味
深
い
も
の
で
あ
っ
た
。

　
な
お
、
氏
は
昨
年
度
よ
り
、
や
ま
な
し
文
学

賞
小
説
部
門
の
選
考
委
員
を
つ
と
め
て
い
る
。

「
漱
石
と
芥
川
龍
之
介
」

10
月
17
日（
火
）～
12
月
３
日（
日
）

・
冬
の
常
設
展

「
詩
人
・
小
林
冨
司
夫
　
生
誕
１
０
０
年
」

12
月
５
日（
火
）～
平
成
30
年
３
月
11
日（
日
）

○
常
設
展
　
展
示
室
Ｂ

山
梨
出
身
・
ゆ
か
り
の
文
学
者
１
０
４
名
を

二
期
に
分
け
て
展
示
。

・
10
月
７
日（
土
）か
ら
は
、
詩
・
短
歌
・
俳

句
・
川
柳
・
漢
詩
の
ジ
ャ
ン
ル
を
展
示
し
ま

す
。
第
五
室
は
、９
月
５
日（
火
）～
10
月
６

日（
金
）、
11
月
24
日（
金
）、
は
休
室
し
ま

す
。

○
新
収
蔵
品
展

平
成
30
年
１
月
20
日（
土
）～
３
月
21
日（
水
）

平
成
29
年
に
新
た
に
収
蔵
さ
れ
た
文
学
資

料
を
展
示
し
ま
す
。
入
場
無
料
。

■
閲
覧
室
［
入
場
無
料
］

○
閲
覧
室
資
料
紹
介

・「
近
代
文
学
の
挿
絵
画
家
た
ち
」

２
月
10
日（
土
）～
４
月
９
日（
日
）

○
文
学
者
の
誕
生
日
に
ち
な
ん
だ
資
料
紹
介

・「
田
中
冬
二
」（
10
月
13
日
生
ま
れ
）

10
月
６
日（
金
）～
10
月
19
日（
木
）

・「
深
沢
七
郎
」（
１
月
29
日
生
ま
れ
）

１
月
24
日（
水
）～
２
月
８
日（
木
）

・「
李
良
枝
」（
３
月
15
日
生
ま
れ
）

３
月
９
日（
金
）～
３
月
25
日（
日
）

○
書
庫
見
学

11
月
20
日（
月
）県
民
の
日

午
前
11
時
と
午
後
２
時
の
２
回

［
寄
贈
資
料
よ
り
］

	

（
平
成
二
十
九
年
五
月
～
七
月
）

○
松
本
律
子
氏
よ
り
松
本
鶴
雄
「
民
衆
性
の
呪

縛
・
深
沢
七
郎
論
」
原
稿
。

○
小
沢
龍
一
氏
よ
り
一
瀬
稔
「
麦
の
秋
」
一
枚

物
な
ど
三
点
。

○
津
島
園
子
氏
よ
り
津
島
美
知
子
「
父
の
こ

と
・
兄
の
こ
と
」
原
稿
な
ど
四
六
点
、
図
書

三
点
。

○
岡
井
隆
氏
よ
り
「
暮
れ
て
ゆ
く
バ
ッ
ハ
」
草

稿
な
ど
四
点
。

○
滑
志
田
隆
氏
よ
り
尾
崎
一
雄
「
木
枯
」
草

稿
。

○
武
井
力
氏
よ
り
香
川
香
南
筆
漢
詩
屏
風
な
ど

二
点
。

　
次
の
皆
様
か
ら
も
図
書
・
雑
誌
を
ご
寄
贈
い

た
だ
き
ま
し
た
。（
敬
称
略
）

　
こ
の
他
に
団
体
の
方
々
か
ら
も
ご
寄
贈
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
。

秋
山
　
佐
和
子

秋
山
　
亮
二

飯
野
　
正
仁

石
原
　
廣
義

一
瀬
　
公
弘

海
老
原
　
義
憲

大
森
　
一
彦

鬼
丸
　
智
彦

香
川
　
雅
子

笠
見
　
孝
子

衣
川
　
い
つ
美

壽
　
真
琴

三
枝
　
浩
樹

杉
山
　
武
子

砂
田
　
貢

田
下
　
啓
子

鷹
羽
　
狩
行

鄭
　
炳
說

中
込
　
龢

中
田
　
水
光

中
村
　
章
彦

秦
　
恒
平

平
野
　
千
里

平
松
　
伴
子

備
仲
　
臣
道

不
二
牧
　
駿

古
屋
　
久
昭

三
井
　
記
子

槍
田
　
良
枝

教
育
普
及
事
業
よ
り

館
か
ら
の
ご
案
内
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当
館
が
所
蔵
す
る
鈴
木
孝
宛
の
松
村
英
一
書
簡
三
通
を

翻
刻
す
る
。

　
松
村
英
一
（
一
八
八
九
～
一
九
八
一
）
は
、
東
京
生
ま

れ
の
歌
人
。
一
九
一
四
（
大
正
三
）
年
六
月
、
窪
田
空
穂

主
宰
の
も
と
に
文
芸
雑
誌
「
国
民
文
学
」
を
創
刊
、
後
に

空
穂
か
ら
同
誌
を
引
き
継
ぎ
主
宰
す
る
。
歌
集
に
『
や
ま

す
げ
』（
一
九
二
四
年
四
月
、紅
玉
堂
書
店
）、『
初
霜
』（
一

九
三
四
年
十
一
月
、
改
造
社
『
新
選
代
表
短
歌
叢
書
』
第

三
編
）
な
ど
が
あ
る
。

　
鈴
木
孝
（
一
八
九
七
～
一
九
八
〇
）
は
、
山
梨
県
笛
吹

市
生
ま
れ
の
歌
人
。
一
九
二
八
（
昭
和
三
）
年
に
「
国
民

文
学
」
に
入
会
、
松
村
英
一
に
師
事
、
一
九
四
一
年
に
「
国

民
文
学
」
第
二
同
人
と
な
り
、
一
九
四
八
年
に
第
一
同
人

と
な
る
。
翌
年
十
二
月
に
は
第
一
歌
集
『
寒
燈
』（
国
民
文

学
社
）
を
刊
行
。
一
九
五
四
年
七
月
、
許も

と
や
ま
し
げ
た
か

山
茂
隆
ら
と
と

も
に
歌
誌
「
樹
海
」
を
創
刊
・
主
宰
。
同
誌
に
は
、「
沃
野
」

「
ま
ひ
る
野
」
な
ど
、
窪
田
空
穂
系
の
歌
誌
の
同
人
が
多

く
参
加
し
た
。
著
書
に
『
丘
の
あ
る
街
』（
一
九
六
六
年
十

月
、
甲
陽
書
房
）、『
現
代
短
歌
　
批
評
と
感
想
』（
一
九
八

七
年
八
月
、
樹
海
社
）
な
ど
が
あ
る
。

許
山
君
危
険
区
域
を
脱
出
さ
れ
た
こ
と
は
洵
に
大
慶
に
存

じ
ま
す
。
ど
う
か
と
思
っ
て
ゐ
ま
し
た
が
安
心
の
出
来
る

様
子
な
の
で
、
帰
途
の
御
見
舞
は
遠
慮
し
ま
し
た
。
快
方

に
赴
か
れ
た
ら
、
余
り
無
理
を
し
な
い
方
法
で
、
新
し
い

生
活
設
定
を
な
さ
る
や
う
御
注
意
願
ひ
ま
す
。
何
と
言
っ

て
も
過
労
が
一
番
い
け
な
い
の
で
す
か
ら
、
そ
の
点
を
御

慎
重
に
御
考
へ
下
さ
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

貴
君
の
御
病
気
も
御
帰
宅
出
来
る
ま
で
に
な
れ
ば
も
う
大

丈
夫
で
せ
う
。
尚
余
寒
が
つ
ゞ
き
ま
す
か
ら
こ
れ
又
御
養

生
専
一
に
願
ひ
ま
す
。

さ
て
記
念
会
は
大
変
盛
会
で
御
骨
折
の
甲
斐
が
あ
っ
た
と

い
ふ
も
の
で
す
。
今
日
は
時
代
が
時
代
故
、
さ
う
利
己
的

に
振
舞
ふ
も
の
は
あ
る
ま
い
と
思
ひ
ま
す
が
、
運
用
は
ま

た
別
の
手
腕
が
要
り
ま
す
か
ら
十
分
御
考
へ
の
上
こ
の
上

に
も
強
手
な
も
の
に
な
る
や
う
一
層
の
御
努
力
を
願
っ
て

お
き
ま
す
。

そ
れ
か
ら
御
申
出
の
講
演
原
稿
で
す
が
こ
れ
は
あ
り
ま
せ

ん
。
あ
る
の
は
引
例
し
た
歌
の
資
料
だ
け
で
す
。
あ
の
話

は
原
稿
を
つ
く
る
暇
が
な
く
、
当
日
壇
上
で
話
を
し
な
が

ら
ま
と
め
て
行
っ
た
も
の
で
、
若
し
作
っ
て
頂
く
と
し
た

ら
印
象
を
辿
っ
て
書
い
て
頂
く
外
あ
り
ま
せ
ん
。
小
生
手

が
隙
い
て
居
れ
ば
何
と
か
し
ま
す
が
、
今
の
と
こ
ろ
書
く

こ
と
が
出
来
ま
せ
ん
か
ら
、
そ
ち
ら
で
ま
と
め
て
頂
い
た

の
を
拝
見
し
て
訂
正
す
る
と
い
ふ
こ
と
に
し
た
い
と
思
ひ

ま
す
。
資
料
は
必
要
な
ら
御
送
り
し
ま
す
。

話
の
要
領
は
、
古
事
記
、
万
葉
の
農
村
関
係
の
歌
か
ら
始

ま
り
、
中
世
か
ら
徳
川
時
代
に
及
ん
で
真マ

マ渕
と
曙
覧
の
作

に
特
色
が
あ
っ
た
こ
と
、
明
治
に
な
っ
て
取
材
的
に
拡
充

し
た
の
は
、
作
家
に
農
村
か
ら
出
た
人
が
あ
っ
た
為
で
、

そ
こ
に
史
的
に
見
て
進
展
の
あ
と
が
あ
る
こ
と
。
尚
、
事

変
を
背
景
と
し
て
の
農
村
に
、
農
は
国
の
大
本
で
あ
る
と

い
ふ
自
尊
と
自
覚
の
生
じ
た
こ
と
が
特
筆
す
べ
き
こ
と
で

あ
る
と
い
ふ
の
で
す
。
こ
れ
を
筋
と
し
て
挿
話
的
に
農
事

に
関
す
る
こ
と
を
話
し
た
の
で
あ
っ
て
、
印
象
と
し
て
は

そ
の
方
が
最
も
力
強
く
残
っ
て
ゐ
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

御
記
憶
に
あ
る
点
だ
け
で
も
一
度
御
書
き
下
さ
れ
ば
幸
ひ

と
思
ひ
ま
す
。
尤
も
そ
の
中
こ
れ
は
百
枚
位
に
ま
と
め
て

論
文
に
し
た
い
と
思
っ
て
ゐ
ま
す
。

　
　
　
二
月
十
三
日

松
村
英
一

　
鈴
木
　
孝
様

〈
受
〉
山
梨
県
東
山
梨
郡
加
納
岩
町
　
鈴
木
孝
様

〈
発
〉
東
京
西
大
久
保
三
―
一
二
八
　
松
村
英
一

〈
翻
刻
者
註
〉
縦
二
十
三
・
四
セ
ン
チ
、
横
十
六
セ
ン
チ

の
灰
色
罫
線
入
り
便
箋
四
枚
に
黒
イ
ン
ク
使
用
。
四
銭
切

手
一
枚
貼
付
。「
□
□
17
．
２
．
14
」
の
消
印
。

　「
許
山
君
」
は
、
山
梨
県
笛
吹
市
生
ま
れ
の
歌
人
・
許
山

茂
隆
（
一
八
九
〇
～
一
九
七
八
）。
鈴
木
孝
の
従
兄
に
あ
た

り
、
鈴
木
よ
り
一
年
早
く
「
国
民
文
学
」
の
第
二
同
人
と

な
っ
て
甲
府
に
お
け
る
「
国
民
文
学
」
の
歌
人
た
ち
の
中

心
と
な
っ
て
い
た
。
こ
の
年
二
月
、
胃
か
い
よ
う
で
吐
血

入
院
し
て
い
る
。「
記
念
会
」
の
内
容
に
つ
い
て
は
未
詳
。

松
村
が
こ
の
年
刊
行
し
た
『
田
園
短
歌
読
本
』（
一
九
四
二

年
七
月
、
海
南
書
房
）
中
の
「
田
園
短
歌
の
概
観
」
に
関

連
す
る
か
。

啓
、
お
た
ず
ね
の
『
向
う
』
は
、
文
法
的
に
は
清
水
君
の

い
う
通
り
だ
と
思
い
ま
す
。
古
歌
集
で
は
何
れ
も
『
向
ふ
』

で
、『
向
う
』
は
あ
り
ま
せ
ん
。
然
し
、
明
治
以
降
、
特
に

近
代
に
な
っ
て
か
ら
は
、位
置
な
ど
を
い
う
場
合
、『
向
う
』

と
書
く
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
根
拠
を
求
め
る
な
ら
ば
、

『
向
ひ
』
の
音
便
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
し
よ
う
。
小
生

な
ど
も
、
目
的
に
依
っ
て
両
用
し
て
い
ま
す
。
そ
の
別
は
、

資
　
料
　
翻
　
刻

松
村
英
一
　
鈴
木
孝
宛
書
簡（
封
書
）

一
九
四
二（
昭
和
十
七
）年
二
月
十
三
日

松
村
英
一
　
鈴
木
孝
宛
書
簡（
封
書
）

一
九
六
六（
昭
和
四
十
一
）年
六
月
二
十
七
日
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自
己
の
動
作
が
加
わ
っ
た
場
合
は
、『
向
ふ
』
を
使
い
ま

す
。た
と
え
ば
『
山
に
向
ふ
』『
東
京
に
向
ふ
』
な
ど
で
す
。

だ
が
、
位
置
を
指
す
場
合
は
『
向
う
』
を
用
い
ま
す
。『
向

う
に
山
が
あ
る
』『
向
う
に
花
が
咲
い
て
る
』『
向
う
へ
鳥

が
飛
ぶ
』
な
ど
が
そ
れ
で
す
。
こ
の
用
法
は
現
在
一
般
化

し
て
い
ま
し
よ
う
。
そ
し
て
文
法
的
に
誤
り
だ
と
は
言
い

切
れ
ま
せ
ん
。
目
的
の
用
途
を
明
確
に
し
て
差
別
す
れ
ば
、

異
な
っ
た
、
違
法
と
は
思
い
ま
せ
ん
。
但
し
旧
来
の
や
り

方
で
、
位
置
を
い
う
際
『
向
ふ
』
を
使
っ
て
も
誤
り
と
は

言
え
ま
す
ま
い
。
そ
の
点
知
っ
て
お
か
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

用
途
に
よ
っ
て
両
用
す
れ
ば
、
意
図
も
明
確
に
受
取
ら
れ

ま
し
よ
う
。
貴
作
も
そ
の
意
味
で
一
向
差
支
え
な
い
と
思

い
ま
す
。

草
々

　
　
　
六
月
廿
七
日

松
村
英
一

　
鈴
木
孝
様

〈
受
〉
山
梨
市
上
神
内
川
　
樹
海
社
　
鈴
木
孝
様

〈
発
〉
六
月
二
十
七
日
　
東
京
都
新
宿
区
西
大
久
保
三
―

一
二
八
　
国
民
文
学
社
　
松
村
英
一

〈
翻
刻
者
註
〉
縦
二
十
四
・
八
セ
ン
チ
、
横
十
七
・
六
セ

ン
チ
の
灰
色
罫
線
入
り
便
箋
三
枚
に
ブ
ル
ー
ブ
ラ
ッ
ク
イ

ン
ク
使
用
。
十
円
切
手
一
枚
貼
付
。「
新
宿
41
．
６
．
27
」

の
消
印
。
国
民
文
学
社
の
住
所
・
社
名
は
印
。

　
あ
る
方
向
や
場
所
を
目
指
し
て
進
む
意
の
動
詞
と
し
て

使
う
場
合
は
歴
史
的
仮
名
遣
い
の
「
向
ふ
」、
位
置
な
ど
を

指
す
場
合
は
現
代
仮
名
遣
い
の
「
向
う
」
と
い
う
よ
う
に
、

仮
名
遣
い
の
使
い
分
け
に
つ
い
て
述
べ
る
。

歌
碑
が
建
つ
由
、
お
め
で
た
く
存
じ
ま
す
。
私
は
自
分
の

を
建
て
る
気
持
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
人
の
を
拒
む
気
持
は

あ
り
ま
せ
ん
。
殊
に
君
の
は
郷
土
の
人
々
の
好
意
に
依
る

の
だ
か
ら
結
構
だ
と
思
い
ま
す
。

建
碑
除
幕
に
出
席
の
こ
と
は
、
ま
だ
先
の
永
い
こ
と
故
何

と
も
言
え
ま
せ
ん
が
、
身
体
の
調
子
さ
え
良
け
れ
ば
御
祝

い
に
出
る
こ
と
に
し
ま
し
よ
う
。
近
来
益
々
足
の
痛
み
が

強
く
、
殆
ん
ど
が
門
外
不
出
の
形
で
す
。
そ
れ
で
も
先
月

は
乗
鞍
に
行
っ
て
来
ま
し
た
。
飛
騨
の
高
山
は
バ
ス
で
通

過
し
ま
し
た
が
、
来
秋
あ
た
り
、
そ
こ
を
中
心
と
し
て
の

旅
を
し
て
見
た
い
も
の
だ
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

送
ガ
ナ
の
こ
と
は
私
も
気
に
し
て
何
と
か
統
一
し
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
が
、
諸
君
が
現
代
式
で
や
っ
て
い
る
の
で

思
う
よ
う
に
な
り
ま
せ
ん
。
名
詞
の
場
合
は
不
必
要
に
も

か
か
わ
ら
ず
そ
れ
に
さ
え
送
っ
て
い
ま
す
。
一
つ
は
古
く

か
ら
の
慣
用
に
従
っ
て
い
る
人
も
あ
る
の
で
し
よ
う
。
た

と
え
ば
「
流
れ・

」「
曇
り・

」「
明
り・

」「
笑
ひ・

」
な
ど
一
例
で

す
が
、
正
格
に
言
え
ば
な
い
の
が
本
当
で
す
が
、
慣
用
と

し
て
認
め
れ
ば
許
せ
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
空
穂
先
生
の

歌
に
も
少
数
だ
が
こ
れ
に
類
し
た
使
用
例
が
見
ら
れ
ま
す
。

然
し
私
は
人
は
人
と
思
っ
て
、
歌
の
場
合
は
慣
用
的
な
送

ガ
ナ
を
排
し
て
い
ま
す
。
歌
は
文
語
表
現
だ
か
ら
矢
張
り

歴
史
的
に
使
用
す
べ
き
だ
と
考
え
て
い
る
か
ら
で
す
。
但

し
文
章
の
場
合
は
、時
に
は
慣
用
に
従
い
ま
す
。「
確
か・

に
」

「
味
い・

」「
生
ま・

れ
」「
関
わ・

ら
ず
」
な
ど
が
そ
れ
で
す
。

こ
れ
ら
は
名
詞
以
外
の
も
の
も
混
っ
て
い
ま
す
が
、
現
在

で
は
普
通
と
な
っ
て
い
る
か
ら
で
す
。
然
し
、
規
定
さ
れ

て
い
る
か
ら
と
言
っ
て
「
落
と・

す
」
と
い
う
よ
う
な
使
用

は
し
た
く
あ
り
ま
せ
ん
。
名
詞
と
動
詞
の
場
合
は
一
様
に

行
か
な
い
面
も
あ
り
ま
す
が
、
出
来
る
だ
け
古
来
の
文
法

に
従
う
の
が
よ
い
の
で
あ
り
ま
す
ま
い
か
。
私
の
文
章
は

新
カ
ナ
の
法
則
を
守
っ
て
は
い
る
が
、
カ
ナ
使
い
は
以
前

の
ま
ま
だ
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
し
よ
う
。
何
れ
余
裕
が

あ
っ
た
ら
こ
れ
ら
に
就
い
て
も
書
い
て
見
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

松
村
英
一

　
　
　
十
月
廿
一
日

　
鈴
木
孝
様

〈
受
〉
山
梨
市
上
神
内
川
一
二
四
一
　
樹
海
社
　
鈴
木
孝

様〈
発
〉
十
月
二
十
一
日
　
東
京
都
新
宿
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民
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山
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県

山
梨
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万
力
林
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角
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の
上
の
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れ
桑
原
に
鳴
る
風
の
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く
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ば
春
や
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除
幕
式
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行
わ
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た
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式
に
は
、
鈴
木
夫
妻
の
ほ
か
、
許

山
茂
隆
、「
樹
海
」
同
人
ら
約
二
百
八
十
名
が
参
加
。
歌
碑

は
そ
の
後
、
笛
吹
川
フ
ル
ー
ツ
公
園
に
向
か
う
富
士
塚
通

り
付
近
に
移
さ
れ
た
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松
村
は
、
歌
人
の
中
で
は
登
山
家
と
し
て
知
ら
れ
、
乗

鞍
岳
に
は
一
九
六
八
年
と
一
九
六
九
年
の
両
年
に
登
山
し

て
い
る
。
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穂
）
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木
孝
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書
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書
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三
）年
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日



第 103 号　（ 8 ）2017（平成 29）年 9 月 10 日 山 梨 県 立 文 学 館　　館 報

■開館時間
○展示室　９：00～17：00（入室は16：30まで）
■利用のご案内
○閲覧室・研究室　９：00～19：00（土・日・祝日は18：00まで）
○講　堂・研修室　９：00～21：00
○茶　室　９：00～21：00（準備・片付けの時間も含みます）
○ミュージアムショップ　9：30～16：20
■常設展観覧料

※65歳以上の方（企画展は県内在住者のみ）、障害者手帳をご
持参の方及びその介護をされる方、高校生以下の児童・生徒
の観覧料は無料です。
11月20日（月）県民の日は文学館・美術館のすべての展示
が無料です。
■施設利用のお申し込みについて
○講堂・研修室・研究室・茶室の申込みは、使用しようとする

日の６ヶ月前から原則として10日前までです。
☆いずれも休館日は受け付けません。使用上の注意は申込みの

際、ご説明いたします。

■休館日（９月～３月）
○９月４・11・19・25日
○10月２・10・16・23・30日
○11月６・13・27日
○12月４・11・18日
○１月22・29日
○２月５・13・19・26日
○３月５・12・19・22・26日
○年末年始は、12月25日（月）～１月１日（月）まで休館し

ます。また、１月９日（火）～１月16日（火）は館内整備
のため休館します。

山梨県立文学館　館報　第 103 号
　平成 29 年 9 月 10 日発行
　　　編集兼　　三　枝　昻　之　　　発行人
　　　発行所　　山 梨 県 立 文 学 館
　　　〒４００－００６５
　　　山梨県甲府市貢川一丁目５－３５
　　　☎ 055（235）8080　FAX 055（226）9032
http://www.bungakukan.pref.yamanashi.jp/
※ 紙面の無断転載はお断りします。

館　の　日　誌
６・９（金）	 閲覧室　文学者の誕生日にちなんだ資料紹介
	 「太宰治」（～６・22）
６・10（土）	 名作映画鑑賞会「青葉城の鬼」
	 書庫見学
６・11（日）	 第二回読書会
６・15（木）	 浅川中学校出前授業（魅力的な短歌の作り方）
６・17（土）	 文学創作教室「初心者短歌教室」第３回
	 講師　三枝浩樹（歌人）
６・24（土）	 年間文学講座Ⅰ「石のいわれ―勝沼萬福寺の等々

力石（馬蹄石）と怪異石」
	 講師　長谷川千秋（山梨大学教授）
６・30（金）	 閲覧室　文学者の誕生日にちなんだ資料紹介
	 「飯田龍太」（～ 7・13）
７・２（日）	 夏休みワークショップ「デコパージュで『赤毛のア

ン』を身近に」
	 講師　小林睦実（美術講師）
７・９（日）	 文学創作教室　長野まゆみ講演会
	 「子どものころ好きだった本＆どうして小説家に

なろうと思ったか」講師：長野まゆみ（小説家）
	 第三回読書会
７・13（木）	 年間文学講座Ⅱ「あまんきみこ　自己犠牲の童話

―「おにたのぼうし」「きつねのおきゃくさま」
	 講師　牛山恵（都留文科大学名誉教授）
７・15（土）	 特設展「作家のデビュー展」（～ 8・27）
	 閲覧室資料紹介「山梨に生まれた作家たち」（～8・27）
	 年間文学講座Ⅰ「饅頭の礼―伝説中の勝頼像」
	 講師　長谷川千秋（山梨大学教授）
７・17（月・祝）　夏休み自由研究プロジェクト参加（親子ねこペ

ン立てを作ろう）
	 茶室「素心菴」にて呈茶
７・19（水）	 夏の常設展　期間限定公開
	 夏目漱石生誕150年記念　山梨県立美術館出品協

力第二弾「漱石と橋口五葉」（～８・27）

７・25（火）	 総合教育センター外部共催研修「文学館の魅力活
用〜能と文学」

	 夏休みワークショップ「能の世界を体験しよう」
	 講師　佐久間二郎（観世流能楽師）
７・27（木）	 教師のための学習会
７・29（土）	 名作映画鑑賞会「チリンの鈴」
７・30（日）	 辻村深月講演会「フィクションの向こう側」
	 講師　辻村深月（小説家）
	 聞き手　三枝昻之（当館館長）
８・２（水）	 ジュニアインターンシップ受け入れ（～ 8・6）
８・３（木）	 年間文学講座Ⅲ「太宰治　デビューの頃」
	 講師　伊藤夏穂（当館学芸員）
８・５（土）	 夏休み子どもワークショップ「レザークラフトで

ブレスレットを作ろう」
	 講師　近藤和郎（レザークラフト工房フロンティア）
８・６（日）	 名作映画鑑賞会「火垂るの墓」
	 第四回読書会
８・10（木）	 年間文学講座Ⅱ「今西祐行　戦争の時代に生まれ

たヒューマニズムの文学―「一つの花」・「ヒロシマ
のうた」

	 講師　牛山恵（都留文科大学名誉教授）
８・12（土）	 年間文学講座Ⅰ「鍼医の言い分―甘利村不動の託宣」
	 講師　長谷川千秋（山梨大学教授）
８・29（火）	 秋の常設展　期間限定公開
	 夏目漱石生誕150年記念　「漱石―手紙の達人」（～

10・15）
９・７（木）	 年間文学講座Ⅲ「参加者みんなで『走れメロス』を

読む～参加型講座」
	 講師　笠井里香（当館教育主事）
９・９（土）	 文学創作教室
	 講師：三枝昻之（当館館長）

利用のご案内

常　　設　　展 企　画　展 常設展と
企画展の
セット券個　人

団　体
（20名以上）

美術館との
共　通　券

個　人 団　体

一 　 般 320円 250円 670円 600円 480円 730円
大 学 生 210円 170円 340円 400円 320円 490円


